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構造

□木造(枠組工法)

□ＲＣ造

□S造
外張・内張断熱工法

□S造
外張・内張断熱以外の
工法

省エネ法 住宅事業建築主の判断基準算定用WEBプログラムリスト 木造軸組工法
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断熱 □木造(軸組構法)
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6ページへ

新築した年度 年

計算バージョン

地域区分 □IVa地域 　 □IVb地域



木造軸組構法

1

構造 入力方法

□ ‐ ‐

□ (ア)

□ (イ)

□ (ウ)

□ (エ)

□ (オ)

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

屋根断熱の種類

m2K/W

m2K/W

m2K/W

m2K/W

m2K/W

m2K/W

m2K/W

m2K/W

等級４等級4若干超え 1.9超え2.1以下

等級4大幅超え 1.9以下

等級4相当 2.1超え2.7以下

省エネ法 住宅事業建築主の判断基準算定用WEBプログラムリスト 木造軸組工法

□Q値(熱損失係数)を入力する 「Ｑ値計算」 Ｗ／㎡ｋ(小数点以下１桁まで)

選択 区分 等級 熱損失率（Q値）

等級３
等級3～４ 2.7超え3.3以下

断熱 □木造(軸組構法)
等級2相当 ‐

等級3相当 3.3超え4.2以下

□断熱性能の区分を選択する

新築した年度 年

計算バージョン

地域区分 □IVa地域 　 □IVb地域

□U値(熱貫流率)を入力する 屋根又は天井のU値（W/m2K）

外壁のU値（W/m2K）

基礎外周(外気側)のU値（W/m2K）

基礎外周(床下側)のU値（W/m2K）

□断熱材のR値(熱抵抗値)入力 屋根・天井断熱の選択 □　屋根断熱

床のU値（W/m2K）

窓のU値（W/m2K）

玄関ドアのU値（W/m2K）

□　充填断熱

□　外張断熱

屋根のR値

□　天井断熱 天井のR値

床のR値（m2K/W）

□　充填断熱
外壁断熱の種類

□　外張断熱

外壁のR値（m2K/W）

玄関ドアのU値（m2K/W）

基礎外周(外気側)のR値（m2K/W）

基礎外周(床下側)のR値（m2K/W）

窓のU値（m2K/W）



木造枠組工法

1

構造 入力方法

□ ‐ ‐

□ (ア)

□ (イ)

□ (ウ)

□ (エ)

□ (オ)

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

屋根断熱の種類

m2K/W

m2K/W

m2K/W

m2K/W

m2K/W

m2K/W

m2K/W

m2K/W

省エネ法 住宅事業建築主の判断基準算定用WEBプログラムリスト 木造枠組工法

玄関ドアのU値（m2K/W）

基礎外周(外気側)のR値（m2K/W）

基礎外周(床下側)のR値（m2K/W）

窓のU値（m2K/W）

□断熱材のR値(熱抵抗値)入力 屋根・天井断熱の選択

□　外張断熱

□　充填断熱
外壁断熱の種類

床のR値（m2K/W）

外壁のR値（m2K/W）

外壁のU値（W/m2K）

床のU値（W/m2K）

基礎外周(外気側)のU値（W/m2K）

基礎外周(床下側)のU値（W/m2K）

□　充填断熱

□　外張断熱

屋根のR値

□　屋根断熱

窓のU値（W/m2K）

玄関ドアのU値（W/m2K）

□　天井断熱 天井のR値

□Q値(熱損失係数)を入力する 「Ｑ値計算」 Ｗ／㎡ｋ(小数点以下１桁まで)

□U値(熱貫流率)を入力する 屋根又は天井のU値（W/m2K）

断熱 □木造(枠組工法)
等級2相当 ‐

等級3相当 3.3超え4.2以下
等級３

等級3～４ 2.7超え3.3以下

等級４等級4若干超え 1.9超え2.1以下

等級4大幅超え 1.9以下

地域区分 □IVa地域 　 □IVb地域

等級4相当 2.1超え2.7以下

□断熱性能の区分を選択する 選択 区分 等級 熱損失率（Q値）

新築した年度 年

計算バージョン



ＲＣ造

1

構造 入力方法

□ ‐ ‐

□ ‐ ‐

□ (ア) 等級３

□ (ウ) 等級４

省エネ法 住宅事業建築主の判断基準算定用WEBプログラムリスト RC造

□断熱性能の区分を選択する 選択 区分 等級

新築した年度 年

計算バージョン

断熱 □ＲＣ造

地域区分 □IVa地域 　 □IVb地域

等級3相当 3.3超え4.2以下

熱損失率（Q値）

等級2相当未満 ‐

等級3相当 ‐

□Q値(熱損失係数)を入力する 「Ｑ値計算」 Ｗ／㎡ｋ(小数点以下１桁まで)

等級4相当 2.1超え2.7以下



S造 (外張・内張断熱工法)

1

構造 入力方法

□ ‐ ‐

□ (ア) 等級３

□ (ウ)

□ (オ)

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

等級４

□Q値(熱損失係数)を入力する 「Ｑ値計算」 Ｗ／㎡ｋ(小数点以下１桁まで)

等級4相当 2.1超え2.7以下

‐

等級3相当 3.3超え4.2以下

選択 区分

省エネ法 住宅事業建築主の判断基準算定用WEBプログラムリスト　S造（外張・内張断熱工法）

床のU値（W/m2K）

□U値(熱貫流率)を入力する 屋根又は天井のU値（W/m2K）

外壁のU値（W/m2K）

等級4大幅超え 1.9以下

基礎外周(外気側)のU値（W/m2K）

基礎外周(床下側)のU値（W/m2K）

窓のU値（W/m2K）

玄関ドアのU値（W/m2K）

等級

断熱 □S造
外張・内張断熱工法

等級2相当未満

熱損失率（Q値）

新築した年度 年

計算バージョン

地域区分 □IVa地域 　 □IVb地域

□断熱性能の区分を選択する



S造 (外張・内張断熱工法以外の工法)

1

構造 入力方法

□ ‐ ‐

□ (ア) 等級３

□ (ウ)

□ (オ)

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

W/m2K

新築した年度 年

計算バージョン

断熱
等級2相当未満 ‐

等級3相当 3.3超え4.2以下

□断熱性能の区分を選択する 選択 区分 等級 熱損失率（Q値）

地域区分 □IVa地域 　 □IVb地域

□U値(熱貫流率)を入力する 屋根又は天井のU値（W/m2K）

梁廻り(階間壁)のU値

外周一般部のU値（W/m2K）

出隅部のU値

床のU値（W/m2K）

省エネ法 住宅事業建築主の判断基準算定用WEBプログラムリスト　S造（外張・内張断熱以外の工法）

□S造
外張・内張断熱以外の
工法

□Q値(熱損失係数)を入力する 「Ｑ値計算」 Ｗ／㎡ｋ(小数点以下１桁まで)

等級4相当 2.1超え2.7以下
等級４

等級4大幅超え 1.9以下

鉄骨柱廻りのU値

玄関ドアのU値（W/m2K）

基礎外周(外気側)のU値（W/m2K）

基礎外周(床下側)のU値（W/m2K）

窓のU値（W/m2K）



共通

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

％

ｗ

□75%以上

□70%以上75%未満

□60%以上70%未満

□50%以上60%未満

□50%未満

□90%以上

□80%以上90%未満

□70%以上80%未満

□60%以上70%未満

□60%未満

熱源機の種類

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ
ｗ

□75%以上

□70%以上75%未満

□60%以上70%未満

□50%以上60%未満

□50%未満

□90%以上

□80%以上90%未満

□70%以上80%未満

□60%以上70%未満

□60%未満

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

％

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

省エネ法 住宅事業建築主の判断基準算定用WEBプログラムリスト　共通事項

定格効率

定格能力

□　設置無し

□　設置無し

定格効率

定格能力

□ガス熱源
機(潜熱回収
型)

□規定値

□ガス熱源
機(従来型) □規定値

□入力

□入力

□入力
定格能力

定格消費電力

定格効率

定格消費電力

定格効率

定格能力

□電気ヒー
ター式熱源機

□規定値

□電気ヒート
ポンプ式熱源
機

□規定値

暖房最大能力

□　FF式暖房設備 □規定値

□個別入力
定格最大能力

連続燃焼能力の下限値

□　ファンコンベクタ
□石油熱源
機

□規定値

□入力

□個別入力
暖房COP

暖房定格能力

□入力
定格効率

定格能力

□敷設率

□敷設率

定格能力

定格消費電力

LDK以外の暖房
　　　設備

□　ルームエアコンディショナー □規定値

□　電気ヒーター式床暖房

□入力
定格効率

定格能力

□ガス熱源
機(潜熱回収
型)

□規定値

□　温水式床暖房 □敷設率

□ガス熱源
機(従来型) □規定値

□電気ヒー
ター式熱源機

□規定値

□電気ヒート
ポンプ式熱源
機

□規定値

□入力

□入力
定格効率

定格能力

□個別入力
定格最大能力

連続燃焼能力の下限値

定格効率

定格消費電力

□敷設率

□　ファンコンベクタ
□石油熱源
機

□規定値

□　各居室を間欠して暖房する
LDKの暖房
　　　設備

□　ルームエアコンディショナー □規定値

□　FF式暖房設備 □規定値

暖房最大能力

□　電気蓄熱暖房機

□　温水暖房

□個別入力
暖房COP

暖房定格能力

暖房 暖房方式
□　住宅全体または全居室
　　　を連続的に暖房する

□　ヒートポンプ式セントラル空調システム



共通

冷房設備の種類

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

□有る

□無し

□有る

□無し

□有る

□無し

□有る

□無し

※節湯型機器は２バルブ水栓「以外」との組み合わせのみ認められます。

※節湯型機器は２バルブ水栓「以外」との組み合わせのみ認められます。

太陽熱温水器の仕様

パネル傾斜角 ０°（水平）・１０°・２０°・３０°・４０°・６０°・９０°（垂直）

□　設定なし

□　設定なし

太陽熱温水器

節湯型機器(浴室
シャワー)

□　節湯A「手元止水（止水が容易な機構）」

□　節湯B「小流量シャワーヘッド」

　　　　　　　　　　m2

□　電気温水器(ヒーター型)

□　設定あり

□　節湯B「小流量吐水」

□　節湯AB「手元止水＋小流量吐水」

□　節湯AB「手元止水＋小流量シャワーヘッド」

□　設置なし

パネル有効集熱面積

□　電気温水器(CO2ヒートポンプ)

パネル方位角 真南±１５°・真南±１５°～±４５°・真南±４５°～±７５°
真東真西±１５°・真北±１５°・真北±１５°～±４５°
真北±４５°～±７５°

比消費電力

小口径配管 □　設定あり

□　設置なし

□　ガス瞬間式(潜熱回収型)給湯器

□　石油瞬間貯湯式給湯器

□　石油瞬間式(従来型)給湯器

□　石油瞬間式(潜熱回収型)給湯器

節湯型機器(台所) □　節湯A「手元止水(止水が容易な機構)」

APF＝3.00

□　設定なし

ｗ

□　壁付けファン(給排気パイプ用ファン)(熱交換あり) 比消費電力 ｗ

ｗ

□　壁付けファン(給排気パイプ用ファン) 比消費電力

□　壁付きファン(給気型パイプ用ファンまたは排気型パイプ用ファン)

給湯
給湯設備の有無の

選択
□　設定あり □　ガス瞬間式(従来型)給湯器

□　ダクト式第2種または第3種換気システム 比消費電力 ｗ

LDK以外の通風
の確保

LDKの通風の確
保

比消費電力 ｗ

□　ダクト式第1種換気システム(熱交換あり) 比消費電力 ｗ

LDK以外の通風
の確保

換気 換気機器の
　　　種類

□　ダクト式第1種換気システム

冷房定格能力

冷房定格消費電力

□　設置無し
LDKの通風の確
保

□個別入力
暖房COP

暖房定格能力

暖房最大能力

□　設置無し

LDK以外の冷房
　　　設備

□　ルームエアコンディショナー □規定値

冷房最大能力

□規定値

□規定値

□個別入力

□個別入力
冷房COP

冷房定格能力

□　各居室を間欠して暖房する LDKの冷房設備 □　ルームエアコンディショナー

冷房 冷房方式
□　住宅全体を連続的
　　　に冷房する

ヒートポンプ式セントラル空調システム



共通

照明器具の種類

調光

リビング部分の器具数

照明器具の種類

調光

照明器具の種類

人感センサーまたは照度センサーを…

※燃料電池はTypeIのみ評価可能です。

方位の異なるパネル

□２面
システム容量(kW) 　　　　　　　kW

パネル方位角
真南±１５°・真南±１５°～±４５°・真南±４５°～±７５°
真東真西±１５°・真北±１５°・真北±１５°～±４５°
真北±４５°～±７５°

真南±１５°・真南±１５°～±４５°・真南±４５°～±７５°
真東真西±１５°・真北±１５°・真北±１５°～±４５°
真北±４５°～±７５°

パネル傾斜角 ０°（水平）・１０°・２０°・３０°・４０°・６０°・９０°（垂直）

□３面
システム容量(kW) 　　　　　　　kW

パネル方位角
真南±１５°・真南±１５°～±４５°・真南±４５°～±７５°
真東真西±１５°・真北±１５°・真北±１５°～±４５°
真北±４５°～±７５°

パネル傾斜角 ０°（水平）・１０°・２０°・３０°・４０°・６０°・９０°（垂直）

□　設置なし

パネル傾斜角 ０°（水平）・１０°・２０°・３０°・４０°・６０°・９０°（垂直）

□４面
システム容量(kW) 　　　　　　　kW

パネル方位角

コジェネレーションシステ
ム選択

□ 設置する □　コージェネ
□　ガスエンジンコージェネレー
ション

□ 設置しない
□　燃料電池コージェネレー
ション

□　白熱灯は使用していな
い

□１つの器具で採用、またはいずれの器具にも採
用していない

□　設置なし □複数の器具で採用している

□　太陽光発電 □　設定あり □１面
システム容量(kW) 　　　　　　　kW

パネル方位角
真南±１５°・真南±１５°～±４５°・真南±４５°～±７５°
真東真西±１５°・真北±１５°・真北±１５°～±４５°
真北±４５°～±７５°

パネル傾斜角 ０°（水平）・１０°・２０°・３０°・４０°・６０°・９０°（垂直）

非居室 □　設定あり □　すべて、または一部に白熱灯を使用している

□いずれかの器具で調光
を採用している

□　設置なし

LDK以外の居室 □　設定あり □　すべて、または一部に白熱灯を使用している

□　白熱灯は使用していな
い

□LDK以外の居室で、調光をどの器具にも採用し
ていない居室がある

□　設置なし
□LDK以外のすべての居室において、いずれか
の器具で調光を採用している

□1つだけ

□2つ以上

□　白熱灯は使用していな
い

□調光を採用している器
具はない

照明 LDK □　設定あり □　すべて、または一部に白熱灯を使用している


